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当研究に自分の試料・情報利用を停止する場合等のお問合わせ

〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院
所属　呼吸器外科　　　　　　　　　氏名　籠橋千尋

　
TEL：0422-32-3111（代表）6771（事務局内線）　FAX：0422-32-3525

①すでに取得された診療情報を個人情報を削除して使用
②患者基本情報（年齢、性別、診断名、既往歴、喫煙歴）、手術データ
（術式、手術時間、出血量、合併症）
③研究方法に記載
④ 　研究責任者、研究分担者
⑤武蔵野赤十字病院　呼吸器外科 　籠橋千尋　ならびに
　武蔵野赤十字病院　院長　黒崎雅之

少人数でのロボット支援下手術導入の経験

武蔵野赤十字病院　呼吸器外科

所属　呼吸器外科　　　　　氏名　籠橋千尋　　　　　　 

（西暦）　2025年　9月　～　（西暦）　2025年　10月

呼吸器外科領域におけるロボット支援下手術は、近年急速に導入が進ん
でいる。保険適応当初は大学病院や大規模施設が中心であったが、ロ
ボット手術の一般化とともに、専門医が1名のみ在籍する少人数施設で
も導入が進んでいる。こうした環境では、術者教育、チーム形成、プロ
クター確保など、大規模施設とは異なる課題が生じる。今回我々は、当
施設でのロボット支援下手術導入の経過を振り返り、少人数体制におけ
る特徴を検討した。

2023年5月から2025年5月までの症例を対象とする。通常の診療ですでに
取得された診療情報を収集、分析する単独・後向き観察研究


